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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気やややそそそののの成成成分分分はははカカカ
リリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天性性性異異異
常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。

重重重要要要 こここのののエエエンンンジジジンンンにににはははスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタががが
装装装着着着ささされれれててていいいままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林
地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの
装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの国国国ややや地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの装装装
着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。いまのうちに番号を
メモしておきましょう。

図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他にさらに2つの言葉で注意を促していま
す。重重重要要要は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
こここののの機機機械械械はははCENCENCEN安安安全全全規規規格格格ENENEN 836:1997836:1997836:1997、、、ISOISOISO規規規格格格
5395:19905395:19905395:1990おおおよよよびびびANSIANSIANSI規規規格格格B71.4-2004B71.4-2004B71.4-2004ににに適適適合合合すすす
るるる製製製品品品とととしししててて製製製造造造ささされれれててていいいままますすす（（（たたただだだししし後後後輪輪輪ににに
181818 kgkgkg のののバババラララススストトトををを搭搭搭載載載すすするるるこここととと）））。。。

不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるる
ととと、、、人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるる
たたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意標標標識識識（（（図図図 222）））ののの
つつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここ
れれれははは「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」なななどどど、、、人人人身身身
ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれ
らららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ががが発発発生生生すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2004 から抜
粋したものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ

• このオペレーターズマニュアルや関連する
機器のマニュアルをよくお読みください。
各部の操作方法や本機の正しい使用方法に
十分慣れておきましょう。

• オペレータが日本語を読めない場合には、
オーナー の責任において、このオペレー
ターズ･マニュアル の内容を十分に説明し
てください。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械を
操作させないでください。地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けている
ことがありますのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では
絶対に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレー
タやユーザーが責任を負うものであること
を忘れないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適切
なトレーニングを行ってください。トレー
ニングはオーナーの責任です。特に以下の
点についての十分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な
注意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制
御することは非常に難しくなること。斜
面で制御不能となるおもな原因は：

◊ タイヤグリップの不足；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握
していなかった。

◊ オペレータやユーザーは自分自身や他
の安全に責任があり、オペレータや
ユーザーの注意によって事故を防止す
ることができます。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 作業には頑丈な靴と長ズボン、および聴覚
保護具を着用してください。長い髪、だぶ
ついた衣服、装飾品などは可動部に巻き込
まれる危険があります。また、裸足やサン
ダルで機械を運転しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちてい
ないか、作業場所をよく確認しましょう。

• 警警警告告告：燃料は引火性が極めて高い。以下の
注意を必ず守ってください。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙を
厳守する。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エ
ンジンの運転中やエンジンが熱い間に燃
料タンクのフタを開けたり給油したりし
ない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。
機械を別の場所に動かし、気化した燃料
ガスが十分に拡散するまで引火の原因と
なるものを近づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタは
しっかり締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してくださ
い。

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業
するにはどのようなアクセサリやアタッチ
メントが必要かを判断してください。メー
カーが認めた以外のアクセサリやアタッチ
メントを使用しないでください。

• オペレータ・コントロールやインタロック・
スイッチなどの安全装置が正しく機能して
いるか、また安全カバーなどが外れたり壊
れたりしていないか点検してください。こ
れらが正しく機能しない時には芝刈り作業
を行わないでください。
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運運運転転転操操操作作作
• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め

切った場所ではエンジンを運転しないでく
ださい。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行っ
てください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメン
トのクラッチをすべて外し、ギアシフトを
ニュートラルにし、駐車ブレーキを掛けて
ください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜
面での作業には特に注意が必要です。転倒
を防ぐため：

– 斜面では急停止・急発進しない。

– 斜面の走行や小さな旋回は低速で。

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に
注意すること。

– 斜面を横切りながらの作業は、そのよう
な作業のために設計された芝刈機以外で
は絶対行わないこと。

• 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠
らないようにしましょう。

• 道路付近で作業するときや道路を横断する
ときは通行に注意しましょう。

• 移動走行を行うときはリールの回転を止め
てください。

• アタッチメントを使用するときは、排出方
向に気を付け、人に向けないようにしてく
ださい。また作業中は機械に人を近づけな
いでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられて
いない状態のままで運転しないでください。
インタロック装置は絶対に取り外さないこ
と、また、正しく調整してお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジ
ンの回転数を上げすぎたりしないでくださ
い。規定以上の速度でエンジンを運転すると
人身事故が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– 平坦な場所に停止する；

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下
降させる；

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車
ブレーキを掛ける；

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッ
チメントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、
エンジンを止めてください。

– 燃料を補給するとき

– 集草袋や集草バスケットを取り外すとき

– 刈り高を変更するとき。ただし運転位置
から遠隔操作で刈り高を変更できる時に
はこの限りでありません。

– 詰まりを取り除くとき；

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行
うとき；

– 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な
振動を感じたとき。機械に損傷がないか
点検し、必要があれば修理を行ってくだ
さい。点検修理が終わるまでは作業を再
開しないでください。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げ
ておいて下さい。また、燃料バルブの付いて
いる機種では燃料バルブを閉じてください。

• カッティングユニットに手足を近づけない
でください。

• バックするときには、足元と後方の安全に
十分な注意を払ってください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときな
どは、減速し周囲に十分な注意を払ってく
ださい。刈り込み中以外はリールの回転を
止めておいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転
は避けてください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろ
すときには安全に十分注意してください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボル

ト、ナット、ネジ類が十分に締まっている
かを確認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管す
る場合は、必ず燃料タンクを空にし、火元
から十分離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、
エンジンが十分冷えていることを確認して
ください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、
バッテリー、燃料搭載部の周囲に、草や木
の葉、余分なグリスなどが溜まらないよう
ご注意ください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全
のために交換してください。

• グラスキャッチャーは傷や破損が出やすい
ので、こまめに点検してください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあ
るか点検を怠らないでください。消耗した
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り破損した部品やステッカーは安全のため
早期に交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合
は屋外で作業を行ってください。

• 機械の調整中に指などを挟まれないように
十分注意してください。

• 複数のリールを持つ機械では、１つのリー
ルを回転させると他のリールも回転する場
合がありますから注意してください。

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止
し、カッティングユニットを下げ、駐車ブ
レーキを掛け、エンジンを停止し、キーを
抜いてください。また、必ず機械各部の動
きが完全に停止したのを確認してから作業
に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや
駆動部、マフラーの周囲に、草や木の葉、
ホコリなどが溜まらないようご注意くださ
い。オイルや燃料がこぼれた場合はふきとっ
てください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体
を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの
力が掛かっている場合があります。取り外
しには十分注意してください。

• 修理作業に掛かる前にバッテリーの接続を外
してください。バッテリーの接続を外すとき
にはマイナスケーブルを先に外し、次にプラ
スケーブルを外してください。取り付ける
ときにはプラスケーブルから接続します。

• リールの点検を行うときには安全に十分注意
してください。ブレードを取り扱う時には
必ず手袋を着用したり布で包むなどして、
安全に十分注意してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してく
ださい。エンジンを駆動させたままで調整
を行うのは可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気
の良い場所で行ってください。バッテリー
と充電器の接続 や切り離しを行うときは、
充電器をコンセントから抜いておいてくだ
さい。また、安全な服装を心がけ、 工具は
確実に絶縁されたものを使ってください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめににに：：：
ToroToroToro かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は ANSI 規格には含まれていま
せんが、Toro の芝刈り機を安全に使用していた
だくために必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばした
りする能力があります。重傷事故や死亡事故を
防ぐため、注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をする
とユーザーや周囲の人間に危険な場合がありま
す。

運運運転転転中中中ににに

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきま
しょう。

• 作業には頑丈な靴を着用してください｡サン
ダルやテニスシューズ、スニーカーでの作
業は避けてください。安全靴と長ズボンの
着用をおすすめします。地域によってはこ
れらの着用が義務付けられていますのでご
注意ください。

• 斜面での運転操作に十分に慣れていることが
必要です。斜面や不整地は転倒などの重大な
事故の置きやすい場所であり、注意の不足か
ら車両を制御できなくなると大変危険です。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。
こぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロック・スイッチは使用前に必ず点
検してください。スイッチの故障を発見し
たら必ず修理してから使用してください。

• エンジンを始動しようとする時は必ず着席
し、昇降ペダルを十分に踏み込んでから足を
はなしてカッティングユニットを確実に OFF
状態にしてください。また、走行システムが
ニュートラルになっていること、駐車ブレー
キが掛かっていることを確認してください。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走
事故を防止するために以下の点にご注意く
ださい：

– サンドトラップや溝・小川などに近づ
かないこと｡

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速
してください｡急停止や急発進をしない
こと。

– 道路付近で作業するときや道路を横断す
るときは周囲の交通に注意する。常に道
を譲る心掛けを。

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減
速し､確実な車両制御を行うこと｡

• 作業中の安全を確保するため、カッティン
グユニットやサッチャーには、必ず集草バ
スケットを取り付けてください。また、溜
まった刈りカスを捨てる時は必ずエンジン
を停止させてください。
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• 移動走行時にはカッティングユニットを上
昇させてください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本
体、マフラー、排気管などに触れると火傷
の危険がありますから手を触れないでくだ
さい。

• エンジン側面にある回転スクリーンに手足や
衣服を近づけないように注意してください。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなく
なったりした時は、絶対にＵターンしない
でください。必ずバックで、ゆっくりと下
がって下さい。

• 運転席を離れる前に、必ずモード･レバーを
ニュートラル（N）にし、カッティングユ
ニットを上昇させ、リールが完全に停止し
たのを確認してください。駐車ブレーキを
掛け、そして、エンジンを止め、キーを抜
き取ってください。

• 斜面の横切り運転は十分注意してください｡
また、上り斜面や下り斜面で急発進や急停
止をしないでください｡

• 斜面での運転に習熟してください｡斜面や不
整地は転倒などの重大な事故の置きやすい
場所であり、注意の不足から車両を制御で
きなくなると大変危険です。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなく
なったりした時は、絶対にＵターンしない
でください。必ずバックで、ゆっくりと下
がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら、直直直ちちちににに
リリリーーールルル停停停止止止｡注意力の分散、アップダウン、
カッティングユニットから飛びだす異物な
ど思わぬ危険があります。周囲に人がいな
くなるまでは作業を再開しないこと。

• ROPS（横転保護バー； オプション）を搭載
している機械を運転するときには、必ずシー
トベルトを着用してください。

• 運転席を離れる前に、必ずモード･レバーを
ニュートラル（N）にし、カッティングユ
ニットを上昇させ、リールが完全に停止し
たのを確認してください。駐車ブレーキを
掛け、そして、エンジンを止め、キーを抜
き取ってください。

• マシンから離れる時には、必ず、カッティン
グユニットを完全に上昇させ、リールの停
止を確認し、キーを抜き取り、駐車ブレー
キを掛けてください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検して
ください。油圧を掛ける前に、油圧ラインの
接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホール・リークやノズルからは
作動油が高圧で噴出していますから、手な
どを近づけないでください。リークの点検
には新聞紙やボール紙を使 い、絶対に手を
直接差し入れたりしないでください。高圧
で噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体に
重大な損傷を引き起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエン
ジンを停止し、カッティングユニットを下
降させてシステム内部の圧力を完全に解放
してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的
に点検してください。必要に応じて締め付
けや修理交換してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなけれ
ばならない時は、手足や頭や衣服をカッティ
ングユニットや可動部に近づけないように十
分ご注意ください。特にエンジン側面の回転
スクリーンに注意してください。また、無
用の人間を近づけないようにしてください｡

• Toro正規代理店でタコメータによるエンジ
ン回転数検査を受け、安全性と精度を確認
しておきましょう。この機械の最大エンジ
ン速度は2900 RPMです。

• エンジン・オイルを点検・補給する際には、
必ずエンジンを停止してください。

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が
必要な時には Toro 正規代理店にご相談く
ださい。

• いつも最高の性能と安全性を確保するため
に、必ず Toro の純正部品をご使用くださ
い。他社の部品やアクセサリを御使用になる
と危険な場合があり、製品保証を受けられな
くなる場合がありますのでおやめください。

音音音圧圧圧
この機械は、ISO規則 11201 およびEN規則 836
に定める手順に則って同型機で測定した結果、
オペレータの耳の位置での最大音圧レベルが
84 dBA 相当であることが確認されています。

音音音力力力
この機械は、ISO 11094 に定める手順に則って
同型機で測定した結果、音力レベルが 105 dBA
であることが確認されています。
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振振振動動動
この機械は、EN 1033 および EN 836 に定める
手順に則って同型機で測定した結果、手・腕部
の最大振動レベルが2.5 m/s2であることが確
認されています。

この機械は、EN 1032 および EN 836 に定める
手順に則って同型機で測定した結果、全身の最
大振動レベルが0.5 m/s2未満であることが確
認されています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

114-4614114-4614114-4614

93-806893-806893-8068

1. ステアリング･アームのロックおよびロック解除方法について
は オペレーターズマニュアル を読むこと。

93–668693–668693–6686

1. 油圧オイル 2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

93-905193-905193-9051

1. オペレーターズマニュアル を読むこと。

93-668193-668193-6681

1. 切傷や手足の切断の危険： 可動部に近づかないこと。
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93-668993-668993-6689

1. 危険： プラスチック製のシュラウドに腰掛けないこと。

107-9529107-9529107-9529

1. エンジン始動 6. リール上昇 11. ヘッドライト OFF 16. スロットル － 低速

2. エンジン予熱/ON 7. オーバーヒート時の緊急始
動ボタン

12. モード･レバー 17. スロットル － 無段階調整

3. エンジン停止 8. エンジン冷却液温度 13. 移動走行位置 18. スロットル － 高速

4. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

9. 燃料への水混入警告灯 14. 刈り込み位置

5. リール下降して回転。 10. ヘッドライト ON 15. ニュートラル： バックラップ
時の設定位置

104–7728104–7728104–7728 104–7729104–7729104–7729

CECECE 諸諸諸国国国ででで 104–7728104–7728104–7728 ににに代代代えええててて使使使用用用すすするるる

1. 警告： 整備作業前にマニュ
アルを読むこと。

2. 手足や指のけがや切断の
危険： エンジンを止め、各
部の完全停止を待つこと。
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93–727593–727593–7275

1. オペレーターズマニュアルを読むこと： エンジン始動補助
剤の使用禁止。

98-438798-438798-4387

1. 警告： 聴覚保護具を着用のこと。

106–5976106–5976106–5976

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告： 表面が熱い。触れな
いこと。

2. 爆発の危険： オペレーター
ズマニュアルを読むこと。

4. 警告：オペレーターズマニュ
アル を読むこと

93–806293–806293–8062

1. ブレーキをロックするには、
ブレーキ・ペダルと駐車ブ
レーキを踏み込む。

3. 駐車ブレーキをロックする

2. 駐車ブレーキを解除するに
は、ブレーキ・ペダルを踏
み込む。

104-2053104-2053104-2053
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93–806393–806393–8063

CECECE 諸諸諸国国国ででで 104–2053104–2053104–2053 ににに代代代えええててて使使使用用用すすするるる...
* この安全ステッカーには、ヨーロッパの芝刈り機安全規格 EN 836:1997

に適合するために必要な、斜面での運転に関する注意事項が記載されています。ここ

に記載されている斜面の角度は、この規格で記述され、また要求されている控えめ

な角度です。

1. 警告： オペレーターズマ
ニュアル を読むこと。

4. 手足や指の切断の危険 －
可動部に近づかないこと。

2. 転倒の危険： 15度以上の
斜面で使用しないこと

5. 警告：車両を離れるときは
駐車ブレーキをロックし、エ
ンジンを停止し、キーを抜く
こと。

3. 異物が飛び出す危険 － 人
を近づけないこと。

114–4615114–4615114–4615

1. 刈高 5. リール： 刈り込み速度

2. 5 枚刃リール 6. 高速

3. 8 枚刃リール 7. 無段階調整

4. 11 枚刃リール 8. 低速
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バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります.

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ホイール・ハブ 1

ホイール・ナット 4

車輪 1

ホイール・ボルト 1

ロックナット 1

111

スペーサ 2

後輪を取り付けます。

運転席 1
222 ナット (5/16 インチ) 4

運転席を取り付ける

333 必要なパーツはありません。 – バッテリー液を入れて充電する

Bolt (1/4 x 5/8 inch) 2
444 Nut (1/4 インチ) 2

バッテリーを取り付けます

芝削り防止ローラ 2

プル・リンク･アセンブリ 2

ローラ･シャフト 2

スペーサ 2

ワッシャ 4

555

ロックナット, 3/8-16 2

前ローラを取り付ける

666 必要なパーツはありません。 – キャリア･フレームのローラを調整する

777 必要なパーツはありません。 – オイル・クーラ（オプション）

オフセット・リフト･フック 1

ボルト, M10–1.5 2

ゲージバー 1

Bolt (#10 x 5/8 inch) 1

ジャム・ナット(#10) 1

カッティングユニット 3

ワッシャ 6

ボール･スタッド 6

888

集草バスケット 3

カッティングユニットを取り付ける。

999 必要なパーツはありません。 – 移動走行時の高さを調整する

101010 塩化カルシウム（別途調達のこと） 18 kg リア・バラストを搭載します

警告表示ステッカー 1

111111 危険警告ステッカー 1

CE 諸国で使用する場合には、英語のス
テッカーの上からその国の言語のステッ
カーを貼りつけます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル （トラクション
ユニット）

2

エンジンのオペレーターズマニュアル （エ
ンジン）

1

パーツカタログ 1

オペレータのためのトレーニング資料 1

納品前検査証 1

運転音認証証明書 1

認証証明書 1

121212

始動キー 2

運転を始める前にマニュアルを読み、ト
レーニング資料をご覧下さい。

注注注 注： カッティングユニットの取り付けに
必要な部品はカッティングユニットに付属し
ています。

1
後後後輪輪輪ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ホイール・ハブ

4 ホイール・ナット

1 車輪

1 ホイール・ボルト

1 ロックナット

2 スペーサ

手手手順順順

1. 取り付けナット 4 本を使用して、後ホイー
ル・リムにホイール・ハブを取り付ける
（図 3）。ナットを 0.81-1.04 kg.m .にト
ルク締めする。

2. 後キャスタ･フォークの車輪取り付け穴に
ついているボルトとロックナットを外す
（図 3）。

3. キャスタ･フォークに後輪を取り付ける。片
方の穴からホイール・ボルトを差し入れ、
スペーサ（付属部品）を入れ、車輪にボル
トを通す。

4. もう１枚のスペーサをボルトに入れ、ボル
トを、キャスタ･フォークの反対側の穴ま
で貫通させる。

5. ホイール・ボルトの頭のL 字状の部分を、
アダプタ・プレートの底部に引っ掛ける
（図 3）。ロックナットを取り付けて締め

付け、車輪をキャスタ･フォークに固定す
る。車輪が自由に回ることが必要なので、
ロックナットを締め付けすぎないように注
意すること。

図図図 333

1. 後車輪 4. 後キャスタ・フォーク

2. ハブ 5. ホイール・ボルト
3. ナット 6. スペーサ（2個）

6. ホイール･アセンブリについているグリス･
ニップルをきれいに拭く。ホイールのハブに
ついている両方のベアリングの外からグリス
が見えてくるまで十分にグリスガンでグリス
を注入する。はみ出したグリスはふき取る。
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2
運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 運転席

4 ナット (5/16 インチ)

手手手順順順

注注注 シートスライドの取り付け穴は前または後
から選択できます。調整範囲がそれぞれ前後
に7.6cm 広がります。

1. 出荷用カートンの合板のベースに固定され
ているシート･スライドを取り出す。取り外
したロックナットは破棄する。.

2. シート・スイッチをワイヤ・ハーネスに接
続する。

3. 付属部品のロックナット（5/16 in.）で、運
転席とシート･パネルとシートスライドをサ
ポートに固定する（図 4）。

図図図 444

1. 運転席の支持棒 2. シート･スライド

3
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

バッテリーに補給する電解液は必ず比重 1.265
のものを使用してください。

1. バッテリーを固定している蝶ナット、ワッ
シャ、バッテリー・クランプを外してバッ
テリーを取り出す。

重重重要要要 機機機体体体にににバババッッッテテテリリリーーーををを載載載せせせたたたままままままででで電電電解解解
液液液ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液がががこここぼぼぼれれれ
たたた場場場合合合、、、機機機体体体ががが激激激しししくくく腐腐腐食食食しししままますすす。。。

2. バッテリーの上部をきれいに拭い、キャッ
プを取り外す (図 5)。

図図図 555

1. キャップ

3. 各セルに慎重に電解液を満たす。電極板が
６mm程度水没するぐらいが適当 (図 6)。

図図図 666

1. 電解液
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4. 電極板が液を吸収するまで20～30分間程度
待つ。必要に応じて、電極板が６mm程度水
没するぐらいに電解液を補充する(図 6)。

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに
火火火気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

5. 充電器に接続し、充電電流を 2～4 A にセッ
トする。液温 16 °Cのときの電解液の比重
が 1.250 になり、全部のセルから泡が十
分に立つようになるまで、充電電流 4A で
2時間程度、または充電電流 2A で4時間程
度、充電を行う。

6. 充電が終わったらチャージャをコンセント
から抜き、バッテリー端子からはずす。

注注注 最初の充電以後は、バッテリー液が不足
した場合には蒸留水以外補給しないでくだ
さい。この機械に使用しているバッテリー
はメンテナンス･フリーですので、通常は水
の補給もほとんど必要ありません。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの
金金金属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電解解解液液液充充充填填填ととと初初初期期期充充充電電電ををを適適適切切切
ななな方方方法法法ででで行行行わわわななないいいととと、、、バババッッッテテテリリリーーーかかからららガガガススス
ががが発発発生生生しししたたたりりり、、、バババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿命命命ががが短短短くくく
なななっっったたたりりりすすするるる。。。

7. 最初に、赤い（＋）ケーブルをバッテリー
の（＋）端子に、次に黒いケーブル（－）
をバッテリーの（－）端子にはめ、ボルト
とナットで固定する（図 7）。ショート防
止のために（＋）端子にゴムキャップをか
ぶせる。

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切
ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかかららら
マママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

図図図 777

1. マイナス（－）

2. プラス（＋）
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4
バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 Bolt (1/4 x 5/8 inch)

2 Nut (1/4 インチ)

手手手順順順

1. 端子を機体の前に向けてバッテリーを取り
付ける。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの
金金金属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

2. スタータからの赤い（＋）ケーブルを（＋）
端子に固定する（図 8）。レンチで締め付
けて固定し、ワセリンを塗布する。ケーブ
ルが擦れて磨耗するような配線はさける。
座席の最後部でケーブルを傷つけることが
あるので特に注意すること。

図図図 888

1. マイナス（－） 2. プラス（＋）

3. 黒いケーブル（アース側）はバッテリーの
（－）端子に固定する。レンチで締め付け
て固定し、ワセリンを塗布する。

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切
ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかかららら
マママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

4. 各端子に カバーをかぶせて終了。

5. バッテリー・クランプとカバーを取り付け、
蝶ナットで固定する。
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5
前前前ロロローーーラララををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 芝削り防止ローラ

2 プル・リンク･アセンブリ

2 ローラ･シャフト

2 スペーサ

4 ワッシャ

2 ロックナット, 3/8-16

手手手順順順

1. ローラ・シャフト・スペーサ、ワッシャ、
ロックナットを使用して、芝削り防止ローラ
とプル・リンク・アセンブリを各前キャリ
ア・フレームの外側に取り付ける（図 9）。
各パーツが図のとおりに配置されているこ
と、また、プル・リンクにナイロン製のブッ
シュがついていることを確認する。

図図図 999

1. 芝削り防止ローラ 5. ワッシャ（2枚）

2. プル・リンク･アセンブリ 6. スペーサ

3. プル・リンク･エクステンショ
ン

7. ナイロン製ブッシュ（2 枚）

4. ボール･ジョイント・レシーバ

2. 全部のタイヤの空気圧が 0.56～0.84 kg/cm2
であることを確認する。

6
キキキャャャリリリアアア･･･フフフレレレーーームムムのののロロローーーラララををを調調調
整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
のキャリア・フレームを床まで下降させる。

2. キャリア・フレームのローラと床との間に
13 mm のすき間があることを確認する。

3. 調整が必要な場合には、キャリア・フレー
ムのストップねじ（図 10）についている
ジャムナットをゆるめ、ストップねじの高
さを変えてキャリア・フレームの高さを調
整する。調整ができたらジャムナットを締
めて調整を固定する。

図図図 101010

1. キャリア・フレームのローラ 2. キャリア・フレームのストッ
プねじ
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7
オオオイイイルルル・・・クククーーーラララ（（（オオオプププシシショョョンンン）））

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

周囲温度が 20 ℃～49 ℃になるような環境で
使用する場合や、大きな負荷の掛かる使い方
（フェアウェイ刈りに使用する、バーチカッ
ターを取り付けて使用するなど）をする場
合には、油圧オイル・クーラキット（P/No.
104–7701）を取り付けてください。

8
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる
（（（カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト･･･モモモデデデルルル
046100461004610 &&& 046110461104611 ののの場場場合合合）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 オフセット・リフト･フック

2 ボルト, M10–1.5

1 ゲージバー

1 Bolt (#10 x 5/8 inch)

1 ジャム・ナット(#10)

3 カッティングユニット

6 ワッシャ

6 ボール･スタッド

3 集草バスケット

手手手順順順

注注注 研磨、刈高調整などを行うときには、リー
ル･モータをサポート･チューブに入れておくと
ホースを保護することができます。

重重重要要要 リリリーーールルル･･･モモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーー（（（フフフレレレーーームムム）））ににに
入入入れれれたたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移動動動走走走行行行」」」位位位
置置置にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破破破損損損
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを傾傾傾けけけてててベベベッッッドドドナナナ
イイイフフフとととリリリーーールルルががが見見見えええるるるよよようううにににすすするるる際際際にににははは、、、ベベベッッッ
ドドドバババーーー調調調整整整ネネネジジジががが床床床ややや作作作業業業台台台ににに押押押ししし付付付けけけららられれれるるる

ここことととのののななないいいよよよううう、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト後後後部部部ににに
支支支えええををを入入入れれれててて浮浮浮かかかせせせてててくくくだだださささいいい（（（図図図 111111）））。。。

図図図 111111

1. ここを支える（支えは図示
せず）

2. ベッド・バー調整ネジ（2）

1. カッティングユニットをカートンから取り
出す。同梱のカッティングユニット用オペ
レーターズマニュアルに従って、希望の設
定に組み立て、調整を行う。 調整には本機
に付属の刈高ゲージを使用する。

2. M10–1.5 ボルト（2 本）を使用して、カッ
ティングユニット上部にオフセット・リフ
ト・フック（図 12）を取り付ける。各ボル
トを 3.46～4.15 kg.m にトルク締めする。
（34-40 N•m）オフセット・リフト・フック
は、フックを前に向けて取り付ける。

図図図 121212

1. オフセット・リフト･フック

3. どのカッティングユニットも、右側に駆動
カップラ、左側にカウンタ･ウェイトを取り
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付けて出荷している。カッティングユニッ
トを右前の位置に取り付けるには、以下の
手順で行う：

A. カウンタ･ウェイトをカッティングユニッ
トの左側に固定しているボルト（2本）
を外す。カウンタ･ウェイトを取り外す
（図 13）。

図図図 131313

1. カウンタ･ウェイト

B. カッティングユニット右側のベアリング･
ハウジングについているプラスチック製
のプラグを外す（図 14）。

注注注 カッティングユニットのカバーは保
管してください。ユニットを取り外した
時、ベアリングを汚れから保護するのに
必要です。

C. カッティングユニットの左側でモータ取
り付け部を固定している六角ネジ（2本）
を取る。モータ・マウント取り付け部を
取り外す（図 14）。

図図図 141414

1. モータ・マウント 3. 六角ネジ(2本)

2. プラスチック製プラグ

D. 駆動カップラをリール･チューブに固定し
ているスナップ･リングを取る（図 15）。
駆動カップラを取り外す。

図図図 151515

1. スナップ・リング 2. 駆動カップラ

E. 駆動カップラの内面にグリスを塗る。駆
動カップラを、カッティングユニットの
リール･チューブの左端に取り付け、ス
ナップ･リングで固定する。

F. 先ほど取り外した六角ネジ2本を使って、
カッティングユニットの左側にモータ取
り付ける。キャップスクリュを 1.66～
2.07 kg.m にトルク締めする。（16-20
N•m）にトルク締めする。

G. 先ほど取り外したキャップスクリュ本を
使って、カッティングユニット右側にカ
ウンタ･ウェイトを取り付ける。

4. カッティングユニットの前ローラはオプショ
ンなので出荷時に取り付けられていない。
ローラ（モデル No. 04625, 04626 または
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04627）を代理店から購入する。 ローラに
付属の説明書に従い、カッティングユニッ
トの付属部品を使って、ローラをカッティ
ングユニットに取り付ける。

5. カッティングユニットの前ローラの左右両端
にボールスタッドを取り付ける（図 16）。

図図図 161616

1. ボール･スタッド

6. カッティングユニットをプル･フレームの
下に引き入れ、吊り輪を昇降アームに引っ
かける。

7. ボールジョイントのレシーバのスリーブ
を後ろにずらし、レシーバをカッティング
ユニットのボールスタッドに嵌め合わせる
（図 17）。

図図図 171717

1. プル・リンク･エクステンショ
ン

3. ボール･ジョイント・レシーバ

2. プル・アーム

8. キャリア・フレームに集草バスケットを取
り付ける。

9. 集草バスケットのリップとリール刃との間
に 2～3 mm のすきまができるように、プ
ル・リンクを調整する。集草バスケットの
リップが、両側ともリールの刃から等距離
となるように調整すること。

10.リールモータを固定するための取り付けね
じを各カッティングユニットに取り付けす
る。各取り付けねじについて、ねじ山が13
mm程度突き出るようにする（図 18）。

図図図 181818

1. ネジ 2. リール･モータ

11.ハンドグリスガンでカッティングユニッ
ト両端のくぼみにグリス（リチウム系汎用
２号）を注入する。

12.リールモータのシャフトのスプライン部にグ
リスを塗布する。モータを取り付け穴に正
対させ、時計方向にひねってスタッドを一
回かわし、次に左回りにひねって、キャッ
プスクリュにフランジをしっかりと掛ける
（図 18）。

13.取取取りりり付付付けけけボボボルルルトトトををを締締締めめめ付付付けけけるるる。。。 （図 18）。

9
移移移動動動走走走行行行時時時ののの高高高さささををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

移動走行時の高さ（図 19 と 図 20）を点検
し、必要に応じて調整します。

1. 平らな場所に駐車する。
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2. チェーン・リンクまたはストレート型の昇
降フック（図 19 と 図 20, 挿入図）のつ
いているカッティングユニットでは、キャ
リア・フレーム調整ねじの上面からキャリ
ア・フレームの背面までの距離が 22 mm に
なっていることを確認する。この距離が 22
mm になっていない場合は手順 4 へ進む。
オフセット・リフト・リンク（図 21）のつ
いているカッティングユニットの場合は、
次のステップに進む。

図図図 191919

1. 移動走行プレート 4. チェーン・リンク

2. 調整ネジ 5. 22 mm

3. 移動走行プレート取り付け
ねじ

図図図 202020

1. 移動走行プレート 4. リンク･フック

2. 調整ネジ 5. 22 mm

3. 移動走行プレート取り付け
ねじ

3. オフセット・リフト・リンク（図 21）のつ
いているカッティングユニットでは、キャ

リア・フレーム調整ねじの上面からキャリ
ア・フレームの背面までの距離が 25 mm に
なっていることを確認する。この距離が 25
mm になっていない場合は手順 4 へ進む。

図図図 212121

1. 移動走行プレート 4. オフセット・リフト･フック

2. 調整ネジ 5. 25 mm

3. 移動走行プレート取り付け
ねじ

4. 移動走行プレート取り付けねじをゆるめる
（図 19 と 図 20 と 図 21）。

5. カッティングユニットを移動走行位置に上
昇させる。

重重重要要要 リリリーーールルル･･･モモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーー（（（フフフレレレーーームムム）））
ににに入入入れれれたたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移動動動走走走
行行行」」」位位位置置置にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタやややホホホーーー
スススががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

6. 各キャリア・フレームが床面から同じ高さ
にあることを確認する。高さがそろってい
れば、手順 8 へ進む。

7. キャリア・フレームの高さがそろってい
ない場合は、キャリア・フレーム調整ねじ
の上についているジャムナットをゆるめる
（図 19 と 図 20 と 図 21）。 高くするに
はねじを外方向にまわし、低くするには内
方向にまわす。調整ができたらジャムナッ
トを締めて調整を固定する。

8. 移動走行プレートがフレームにロックするま
でプレートをまわす。ねじを締め付ける。
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10
リリリアアア・・・バババラララススストトトををを搭搭搭載載載すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

18 kg 塩化カルシウム（別途調達のこと）

手手手順順順

本機は、後輪に塩化カルシウム18 kg を搭載す
るとANSI B 71.4-2004 規格を満たします。

重重重要要要 塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムムををを搭搭搭載載載しししてててタタターーーフフフででで作作作業業業中中中
ににに万万万一一一パパパンンンクククしししたたた場場場合合合ははは、、、直直直ちちちにににマママシシシンンンをををタタターーー
フフフののの外外外へへへ退退退避避避さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。そそそしししててて、、、タタターーーフフフ
へへへののの被被被害害害ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムム液液液ががが
こここぼぼぼれれれたたた場場場所所所ににに十十十分分分ななな散散散水水水ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

11
ススステテテッッッカカカーーーををを貼貼貼付付付すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告表示ステッカー

1 危険警告ステッカー

手手手順順順

1. CE 諸国用の「警告」表示ステッカーを英語
版（104-2053）の上から貼り付けます。

2. CE 諸国用の「危険」表示ステッカーを英語
版（104-7728）の上から貼り付けます。

12
マママニニニュュュアアアルルルををを読読読みみみトトトレレレーーーニニニンンングググ資資資
料料料ををを見見見るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 オペレーターズマニュアル （トラクションユニット）

1 エンジンのオペレーターズマニュアル （エンジン）

1 パーツカタログ

1 オペレータのためのトレーニング資料

1 納品前検査証

1 運転音認証証明書

1 認証証明書

2 始動キー

手手手順順順

1. マニュアルを読む。

2. オペレータ用トレーニング資料を見る

3. 安全な場所に書類を保管する。
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製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル（図 22）は3つの機能があります；
前進、後退、停止です。ペダル前部を踏み込む
と前進、後部を踏み込むと後退です。前進中に
後退位置に踏み込むと素早く停止することがで
きます。ペダルから足をはなせばニュートラル
位置となり、車両は停止します。足を休めるつ
もりで前進中にかかとをペダル後部に乗せない
でください（図 23）。

図図図 222222

1. 走行ペダル 3. 駐車ブレーキ･レバー

2. ブレーキ・ペダル

図図図 232323

ブブブレレレーーーキキキ・・・ペペペダダダルルル

ブレーキペダル（図 22）は、自動車タイプの
メカニカル・ドラムブレーキで各駆動輪に取り
付けてあります。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ･･･レレレバババーーー

ブレーキ･ペダルを踏み込み、さらにこの小さ
なレバー（図 22）を踏むと、ロックして駐車
ブレーキとなります。ペダルをもう一度踏み込
むと解除します。本機を離れるときには必ず駐
車ブレーキを掛ける習慣をつけてください。本
機を離れるときには必ず駐車ブレーキを掛け
てください。

スススロロロッッットトトルルル・・・コココンンントトトロロローーールルル

スロットル･コントロール（図 24）は、エンジ
ンの回転速度をコントロールします。FAST の
方へ動かすとエンジンの回転数（rpm）が増加
し、SLOW 方向へ動かすと遅くなります。走行
速度は以下の通りです：

• 刈り込み時前進速度： 3～8 km/h

• 移動走行時最高速度： 14 km/h

• 後退走行時速度： 4 km/h

注注注 スロットル･コントロールでエンジンを停止
させることはできません。

図図図 242424

1. スロットル・コントロール 7. エンジン・オイル圧警告灯

2. モード･レバー 8. バッテリー警告ランプ

3. アワー・メータ 9. グロープラグ・インジケータ

4. 始動スイッチ 10. ジョイスティック（カッティン
グユニット操作レバー）

5. ハンドルアームの固定レ
バー

11. オーバーヒート時の緊急始
動ボタン

6. 冷却水温警告灯

モモモーーードドド･･･レレレバババーーー

このレバー（図 24）で芝刈り走行、移動走
行、ニュートラルを切り替えます。走行中に
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「芝刈り走行」から「移動走行」へ、またその
逆へ（ニュートラルで止めずに）切り替える
ことができます。機械に悪影響が出ることは
ありません。

• 後ろ位置：ニュートラル及びバックラップ
位置

• 真ん中位置：芝刈り位置

• 前位置：移動走行位置

アアアワワワーーー・・・メメメーーータタタ

アワー・メータ(図 24)は、本機の積算運転時
間を表示します。始動スイッチをON 位置にす
ると作動を開始します。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

スイッチ（図 24）にキーを差し込んで右いっ
ぱい（Start 位置）に回すとエンジンが始動し
ます。エンジンが始動したらキーから手を放す
と、キーは自動的に｢ON」位置に動きます。エ
ンジンを停止するときは、キーを左に回して
「OFF」位置にします。

ハハハンンンドドドルルルアアアーーームムムののの固固固定定定レレレバババーーー

レバー（図 24）を手前に倒してゆるめるとハ
ンドルの高さ調整ができます。使いやすい位置
に調整してください。レバーを前に倒すと調整
が固定されます。

冷冷冷却却却水水水温温温警警警告告告灯灯灯

エンジンの冷却水ランプ（図 24）はエンジン
の冷却液の温度が異常に高くなると点灯し、自
動的にエンジンを停止させます。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジン･オイル圧力ランプ（図 24）はエンジ
ンオイルの圧力が異常に低下すると点灯しま
す。

バババッッッテテテリリリーーー警警警告告告ララランンンプププ

このランプ（図 24）は、バッテリーのチャー
ジが低下すると点灯します。

グググロロローーープププラララグググ・・・イイインンンジジジケケケーーータタタ

グロープラグが作動中に、このランプ（図 24）
が点灯します。

ジジジョョョイイイススステテティィィッッッククク（（（カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト操操操作作作
レレレバババーーー）））

このレバー（図 24）を前に倒すとリールが下
降して回転を開始します。後ろに引くとリール
は上昇して停止します。後ろに軽く引いて手
を放すとリールの回転だけを止めることがで
きます。前に軽く倒せばリールは再び回転を
開始します。

オオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトト時時時ののの緊緊緊急急急始始始動動動ボボボタタタンンン

万一、オーバーヒートのためにエンジンが自動
停止してしまった場合には、この緊急始動ボタ
ン（図 24）を押し続けたままでエンジンを始
動して車両を緊急移動することができます。

注注注 このボタンから手を離すとエンジンは停止し
ます。このボタンは緊急時に限り、ごく短時間
だけ使用するようにしてください。

バババッッックククラララッッップププ･･･レレレバババーーー

バックラップ･レバー（図 25）は、回転許可・
禁止レバー（ジョイスティック）およびリール
回転速度コントロールと連動し、リールをバッ
クラップするときに使用します。

図図図 252525

1. バックラップ･レバー 2. リール速度コントロール

リリリーーールルル速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

リール速度コントロール（図 25）は、リール
の回転速度（rpm）を調整します。

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席の左下にあり（図 26）、前後 18 cm の
調整が可能です。
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図図図 262626

1. 座席調整レバー

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

燃料バルブ（図 27）は燃料タンクの下にあり
ます。保管時や搬送時にはこのバルブを閉じ
て下さい。

図図図 272727

1. 燃料バルブ（燃料タンクの下）

仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

刈幅 150cm

ホイール･トレッド 128 cm

ホイールベース 123 cm

全長（バスケットを含む） 238 cm

全幅 173 cm

全高 128 cm

リールをふくめた重量（8枚刃
4本ボルト）

608 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに掲載されている安全上の注
意事項をきちんと読んでください。オペレー
タや周囲の人を事故から守る重要な情報が掲
載されています。

目、耳、手足などに対する防護を行うことをお
奨めします。

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位
置置置ででで 858585 dBAdBAdBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけ
るるるととと聴聴聴覚覚覚ににに障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
エンジンにはオイルを入れて出荷しています
が、初回運転の前後に必ずエンジン･オイルの
量を確認してください。

油量は約3.3 リットル（フィルタ共） です。

以下の条件を満たす高品質なエンジン・オイル
を使用してください：

• API規格CH-4、CI-4 またはそれ以上のクラ
ス。

• 推奨オイル：SAE 10W-30 他に使用可能なオ
イル：SAE 5W–30

• 他に使用可能なオイル： SAE 5W–30

Toro のプレミアム・エンジン・オイル
（10W-30）を代理店にてお求めいただくこと
ができます。パーツカタログでパーツ番号を
ご確認ください。

注注注 エンジン･オイルを点検する最もよいタイミ
ングは、その日の仕事を始める直前、エンジン
がまだ冷えているうちです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停
止し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間程
度待ってください。油量を点検し、ディップ
スティックの ADD マーク以下であれば FULL
マークまで補給します。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。油量が ADD マークと FULLマークの間で
あれば補給の必要はありません。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルののの量量量ががが常常常時時時ゲゲゲーーージジジののの上上上限限限
ととと下下下限限限とととののの間間間にににあああるるるよよよううう、、、気気気をををつつつけけけててて管管管理理理しししててて

くくくだだださささいいい。。。オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎもももオオオイイイルルルののの不不不足足足
ももも、、、エエエンンンジジジンンンののの不不不調調調ややや故故故障障障ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを抜き､ウェスで一度き
れいに拭く(図 29)。ディップスティック
を、首の根元までもう一度しっかりと差し
込む。首から引き抜いて油量を点検する。
油量が足りなければ、バルブ･カバーにつ
いている補給口のキャップを取り、ディッ
プスティックの FULLマークまで ゆゆゆっっっくくくりりり
ととと 補給する。補給するときは､ディップス
ティックで確認しながら少量ずつ入れてく
ださい｡入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルををを補補補給給給すすするるるととときききにににははは、、、
デデディィィッッップププススステテティィィッッックククををを抜抜抜いいいててておおおいいいてててくくくだだださささ
いいい。。。WWWエエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルををを補補補給給給すすするるる時時時にににははは、、、
補補補給給給口口口とととジジジョョョウウウゴゴゴなななどどどののの間間間ににに 必必必ずずず 図図図 282828ににに
示示示すすすよよようううなななすすすききき間間間ががが必必必要要要ででですすす。。。こここれれれははは補補補給給給
ののの際際際ににに通通通気気気ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルがががブブブリリリーーーザザザ内内内
部部部ににに侵侵侵入入入しししななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめででですすす。。。

図図図 282828

1. ここにすき間をあける
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図図図 292929

1. ディップスティック 2. 給油口キャップ

3. ディップスティックを元通りに取り付ける。

4. エンジンを始動しアイドル回転で約 30 秒
間回転させ、その後にエンジンを停止させ
る。30 秒間待って、上記 2～3 をもう一
度行なう。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ははは 888 運運運転転転時時時間間間ごごごととと又又又ははは毎毎毎日日日
点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。運運運転転転開開開始始始後後後505050時時時間間間でででエエエ
ンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの初初初回回回交交交換換換ををを行行行いいい、、、そそそののの後後後
ははは、、、150150150 運運運転転転時時時間間間ごごごとととにににオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタ
ををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。ホホホコココリリリのののひひひどどどいいい場場場所所所
ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、よよよりりり頻頻頻繁繁繁なななオオオイイイルルル交交交
換換換ががが必必必要要要ででですすす。。。

5. ディップスティックをしっかりと取り付
ける。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない（微量：500 ppm 未満、また
は極微量：15 ppm 未満）の新しい軽油または
バイオ･ディーゼル燃料以外は使用しないでく
ださい。セタン値が 40以上のものをお使いく
ださい。燃料の劣化を避けるため、180日以
内に使いきれる程度の量を購入するようにし
てください。

燃料タンクの容量： 22.7 リットル。

気温が -7 ℃ 以上の時期には夏用燃料（2号
軽油）を使用しますが、気温が -7 ℃ 以下の
季節には冬用燃料（1 号軽油または 1 号と 2
号の混合）を使用してください。低温下で冬
用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流動点
が下がってエンジンが始動しやすくなるばか
りでなく、燃料の成分分離（ワックス状物質
の沈殿）によるフィルタの目詰まりを防止で
きるなどの利点があります。

気温が -7℃ 以上の季節には夏用燃料を使用す
る方が、燃料ポンプの寿命を延ばし、冬用燃料
に比べて出力もアップします。

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷
えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは
燃燃燃料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら2.52.52.5 cmcmcm 程程程度度度
下下下まままでででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて
燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに
空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容
器器器ででで保保保管管管すすするるる。。。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

この機械はバイオディーゼル燃料を混合した
B20燃料（バイオディーゼル燃料が20％、通常
軽油が80％）を使用することができます。た
だし、通常軽油は硫黄分の少ない、または極
微量のものを使ってください。以下の注意を
守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分が ASTM D6751 また
は EN 14214 に適合していること。

• 混合後の成分構成が ASTM D975 または
EN 590 に適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料は塗装部を傷
める可能性がある。

• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を
使う場合には、B5（バイオディーゼル成
分が5%）またはそれ以下の製品をお使い
ください。

• 時間経過による劣化がありうるので、シー
ル部分、ホース、ガスケットなど燃料に直
接接する部分をまめに点検すること。

• バイオディーゼル燃料に切り換えた後に燃
料フィルタが詰まる場合がある。

• バイオディーゼルについて更に詳しい情報
は、代理店にお問い合わせください。
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燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどど
ややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷
えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは
燃燃燃料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら252525 mmmmmm 程程程度度度下下下
まままでででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃
料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空
間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器
ににに入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管
すすするるる。。。303030 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直
接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給
しししななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッ
ククク製製製ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気
ののの逃逃逃げげげ場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、
車車車輪輪輪ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを
行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわ
なななけけけれれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンククク
のののノノノズズズルルルかかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら
給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけ
れれればばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料
タタタンンンクククののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給
油油油ををを行行行ううう。。。

1. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに
拭く（図 30）。

図図図 303030

1. 燃料タンクのキャップ

2. 燃料タンクのキャップを取る。

3. 給油は燃料タンクの首の根元から 6～13 mm
下までとする。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。給油が
終わったらキャップを締める。

4. こぼれた燃料はふき取る。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
冷却システムの容量は 3.4 リットルです。
「ラジエターとスクリーンの清掃」を参照。

図図図 313131

1. ラジエター・スクリーン 2. ラジエター

ラジエターの冷却液はは水とエチレングリコー
ル不凍液の50/50 混合液です。毎日の作業前、
エンジンを始動する前に冷却液の量を点検し
てください。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出ししし
てててやややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。

••• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくく
りりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 冷却液の量を点検する（図 32）。エンジ
ンが冷えている状態で、補助タンク側面に
ついている 2 本のマークの間にあれば適
正である。
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図図図 323232

1. 補助タンク

3. 液量が不足している場合には、補助タンク
のふたをとり、水とエチレングリコール不
凍液の50/50 混合液を補給する。入入入れれれすすすぎぎぎ
ななないいいこここととと。。。

4. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

推推推奨奨奨ささされれれるるる油油油圧圧圧オオオイイイルルル

油圧オイル･タンクに約 20,8 リットルのオイル
を満たして出荷しています。初初初めめめてててののの運運運転転転ののの前前前
ににに必必必ずずず油油油量量量ををを確確確認認認ししし、、、そそそののの後後後ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくく
だだださささいいい。。。推奨オイルの銘柄を以下に示します：

ToroToroToroオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売していま
す（19 リットル缶または 208 リットル缶）。パーツカタログまた
はToro代理店でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイル：Toro のオイルが入手
できない場合は、以下に挙げる特性条件およ
び産業規格を満たすオイルを使用することが
できます。合成オイルの使用はお奨めできま
せん。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください：

注注注 不適切なオイルの使用による損害について
は Toro は責任を持ちかねますので、品質の確
かな製品をお使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液,,, ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

粘度, ASTM D445 cSt @ 40 °C 44～48
cSt @ 100 °C 7.9～8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140～160

流動点, ASTM D97 -37°C～-45°C

産業規格：

ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース
M-2950-S（品質レベル）, デニソン HF-0

重重重要要要 ISOISOISO VGVGVG 464646 ははは、、、広広広いいい温温温度度度範範範囲囲囲ででで優優優れれれ
たたた性性性能能能ををを発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが高高高いいい
（（（181818 °℃°℃°℃～～～ 494949 °C°C°C））） 熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISOISOISO VGVGVG
686868 オオオイイイルルルのののほほほうううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル ——— MobilMobilMobil EALEALEAL
EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H

重重重要要要 MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここ
ののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイ
ルルルででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使
用用用しししててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、ままま
たたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここののの
オオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりり
ままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそ
のののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめにににははは、、、
通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええててて使使使
用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオ
イイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて、、、191919 リリリッッットトトルルル缶缶缶
まままたたたははは 208208208 リリリッッットトトルルル缶缶缶ででで販販販売売売しししててておおおりりりままますすす。。。

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であ
り、そのためオイル洩れの発見が遅れがちで
す。油圧オイル用の着色剤（20cc 瓶）をお使
いいただくと便利です。1瓶で15～22 リットル
のオイルに使用できます。パーツ番号は P/N
44-2500。ご注文は Toro 代理店へ。こここののの着着着色色色
剤剤剤ははは、、、生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。

重重重要要要 使使使用用用しししててていいいるるるオオオイイイルルルののの種種種類類類ににに関関関わわわらららずずず、、、
外外外気気気温温温ががが高高高いいい地地地域域域（（（20°C20°C20°C～～～49°C49°C49°C）））ややや高高高負負負荷荷荷条条条
件件件化化化（（（グググリリリーーーンンン刈刈刈りりり以以以外外外、、、例例例えええばばばフフフェェェアアアウウウェェェ
イイイ刈刈刈りりりやややバババーーーチチチカカカッッットトトなななどどど）））ででで使使使用用用すすするるる時時時ににに
ははは、、、オオオイイイルルル･･･クククーーーラララ･･･キキキッッットトト（（（P/NP/NP/N 104-7701104-7701104-7701）））ををを
取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル －－－ MobilMobilMobil 224H224H224H

ToroToroToro 生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売しています （19 リットル缶ま
たは 208 リットル缶）。パーツカタログまたはToro代理店で
パーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイル： Mobil EAL 224H

植物性オイルをベースにした油オイルであり
Toro 社が本機への使用を認めている唯一の生
分解オイルです。通常の油圧オイルに比べて高
温への耐性が低いので、本書の記述に従って必
要に応じてオイル・クーラを装備し、所定の交
換間隔を守ってお使いください。鉱物性のオイ
ルが混合すると、生分解オイルの毒性や生分解
性能が悪影響を受けます。従って、通常のオイ
ルから生分解オイルに変更する場合には、所定
の内部洗浄手順を守ってください。くわしくは
Toro 代理店にご相談 ください。

注注注 生分解オイルを使用する時には、オイル･
クーラ･キット（P/N 104-7701）を取り付けて
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ください。この生分解オイルは82°Cを超える
と分解しやすくなります。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル ——— MobilMobilMobil EALEALEAL
EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H

重重重要要要 MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここ
ののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイ
ルルルででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使
用用用しししててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、ままま
たたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここののの
オオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりり
ままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそ
のののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめにににははは、、、
通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええててて使使使
用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオ
イイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて、、、191919 リリリッッットトトルルル缶缶缶
まままたたたははは 208208208 リリリッッットトトルルル缶缶缶ででで販販販売売売しししててておおおりりりままますすす。。。

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であ
り、そのためオイル洩れの発見が遅れがちで
す。油圧オイル用の着色剤（20cc 瓶）をお使
いいただくと便利です。1瓶で15～22 リットル
のオイルに使用可能です。パーツ番号は P/N
44-2500。ご注文は 代理店へ。こここののの着着着色色色剤剤剤ははは、、、
生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。生生生分分分解解解オオオ
イイイルルルにににははは食食食用用用色色色素素素をををおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの点点点検検検ととと補補補給給給ををを行行行ううう
1. 平らな場所に駐車する。エンジンもオイル

も冷えていることを確認する。

2. タンクからキャップを外して油量を点検す
る。補給口の首の根元部分まであれば適
正である（図 33）｡

図図図 333333

1. 油圧オイルタンク 2. スクリーン

3. 量が不足している場合には、適切なオイル
を、補給口の首の根元部分までゆっくりと
補給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

重重重要要要 油油油圧圧圧回回回路路路ののの汚汚汚染染染ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、オオオイイイ
ルルルののの缶缶缶ををを開開開けけけるるる前前前ににに、、、缶缶缶のののふふふたたたののの表表表面面面ををを
きききれれれににに拭拭拭っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、給給給油油油ホホホーーー
スススやややロロローーートトトなななどどどももも汚汚汚れれれがががななないいいよよようううにににしししててて
くくくだだださささいいい。。。

4. タンクにキャップを取り付ける。こぼれた
オイルはふき取る。

重重重要要要 初初初めめめてててののの運運運転転転ののの前前前にににははは必必必ずずず油油油量量量ををを確確確認認認
ししし､､､ そそそののの後後後ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい｡｡｡

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタかかからららののの水水水抜抜抜ききき
毎回、使用前に燃料フィルタを点検し、溜まっ
ている水を捨ててください。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止する。

2. フィルタの下に燃料を受ける容器をおく。

3. 燃料フィルタについているドレン・プラ
グを約 1 回転開いて、内部に溜まってい
る水を抜く（図26）。終了したらプラグ
を締める。

注注注 内部に溜まっている水は軽油と混合して
出てきますので、容器に受けて適切に処分
してください。

図図図 343434

1. 燃料フィルタ 2. ドレン・プラグ

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
タイヤは空気圧を高めに設定して出荷していま
す。運転前に正しいレベルに下げてください。

ターフの状態に合わせて空気圧を調整します：
適正範囲は前輪が0.56 ～ 0.8 kg/cm2 （55
～ 83 kPa）、

後輪が0.56 ～ 1.05 kg/cm2（55 ～ 103 kPa ）
です。
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リリリーーールルルとととベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの摺摺摺りりり合合合わわわ
せせせををを点点点検検検すすするるる
前日の調子に関係なく、毎日、芝刈り作業を
行う前に、各カッティングユニットのリール
とベッドナイフの接触状態を点検してくださ
い。カッティングユニットの全長にわたって
リールとベッドナイフとがごく軽く接触して
いる必要があります。「カッティングユニッ
ト」の「リールとベッドナイフの摺り合わせ
の調整」の項を参照。

ホホホイイイーーールルル・・・ナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる

適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破
損損損かかかららら人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始後後後１１１～～～４４４時時時間間間ででで１１１回回回、、、まままたたた、、、101010 時時時
間間間ででで１１１回回回、、、ホホホイイイーーールルル･･･ナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめををを
行行行ううう（（（9.69.69.6～～～12.4kg.m12.4kg.m12.4kg.m）））。。。そそそののの後後後ははは 200200200 運運運
転転転時時時間間間ごごごとととににに締締締めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
慣らし運転期間中のエンジンのオイル交換や保
守についてはエンジンマニュアルをご覧くだ
さい。

運転開始直後の8 時間を試運転期間とします。

この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼
性を確保する上で非常に重要ですから、各機能
や動作を入念に観察し、小さな異常でも早期に
発見・解決しておいてください。また、この
期間中はオイル漏れや部品のゆるみの点検を
頻繁におこなってください。

ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、
実際の使用前にブレーキの「慣らし掛け」をし
ておいてください。まずブレーキを十分に掛け
た状態から、本機を芝刈り速度で運転し、臭
いがするまでブレーキを加熱させます。この
後、必要に応じてブレーキを調整（33 ページ
参照）してください。

始始始動動動ととと停停停止止止
注注注 芝刈機の下に物が落ちていないか確認し
てください。

始始始動動動

重重重要要要 以以以下下下ののの場場場合合合にににははは燃燃燃料料料シシシススステテテムムムのののエエエアアア抜抜抜
きききががが必必必要要要ででですすす：：：

• 新車を初めて始動する時

• 燃料切れでエンジンが停止した時

• 燃料系統の整備作業を行った後フィルタ
などを交換した後。

「燃料系統からのエア抜き」を参照してくだ
さい。

重重重要要要 始始始動動動補補補助助助剤剤剤（（（エエエーーーテテテルルルなななどどど）））ををを使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 駐車ブレーキが掛かっていること、昇降刈
り込みコントロールが解除されているこ
と、機能コントロールがニュートラルであ
ることを確認する。

2. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュー
トラル位置にあることを確認する。

3. スロットルを SLOW 位置にする。

4. キーを差し込んでON位置に回す。Hold it
in the On position until the glow plug
indicator light goes off (approximately
6 seconds).グロー・プラグ・ランプが消え
るまでキーを ON 位置に保持する（約 6
秒間）。

5. グロー・プラグ・ランプが消えたらすぐに
キーを Start 位置に回す。エンジンが始動
したらすぐにキーから手を放す。キーは
RUN 位置に戻る。スロットル・コントロー
ルを Slow 位置にセットする。

重重重要要要 スススタタターーータタタ・・・モモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトををを
防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、スススタタターーータタタははは101010 秒秒秒間間間以以以上上上連連連
続続続ででで回回回転転転さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。101010秒秒秒間間間連連連続続続
ででで使使使用用用しししたたたららら､､､606060秒秒秒間間間ののの休休休止止止時時時間間間をををとととっっっててて
くくくだだださささいいい。。。

6. 数分間のウォームアップを行なってから実
際の運転を開始する。

7. エンジンを初めて始動した時、エンジンの
オーバーホールを行った後などは、1～2分
間の時間を取って前進および後退走行の確
認を行う。ハンドルを左右一杯に切って応
答を確認する。そして、エンジンを停止さ
せ（「エンジンの始動と停止」の「停止」
の項を参照）、すべての部分が完全に停止
するのを待つ。オイル漏れや各部のゆるみ
などの異常がないか点検する。
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停停停止止止

1. スロットル・コントロールを Slow 位置に
セットし、昇降芝刈りレバーが解除し、
モードレバーをニュートラル位置にする。

2. キーを OFF 位置に回せばエンジンは停止
する｡事故防止のため、キーは抜き取って
おく。

3. 長期間保管する場合には燃料バルブを閉
じておく。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
1. 平らな場所に駐車する。燃料タンクに少な

くとも半分まで燃料が入っていることを
確認する。

2. キャニスタの上部についているブリーザ・
バルブをゆるめて水や異物を流し出す
（図 35）。

3. ブリーザ・バルブを閉じる。

図図図 353535

1. 燃料フィルタ 2. ブリーザ・バルブ

4. エンジンを 5 秒間クランキングさせて休
止する。エンジンが始動してスムーズに回
転を続けるようになるまで、上記の操作を
繰り返す。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる

イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､
こここれれれををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起
こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららししし
ななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチののの動動動作作作
ををを点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換
修修修理理理すすするるる。。。

インタロック・システムは、オペレータやマシ
ンに潜在的な危険が存在する状態では運転操作
をできないようにしています。

• 走行ペダルがニュートラルにセットされ
ている。

• モード･レバーがニュートラルにセットさ
れている。

走行許可条件：

• 駐車ブレーキが解除されている。

• オペレータが運転席に着席している。

• モード･レバーが刈り込み位置か移動走行
位置にセットされている。

また、「芝刈り」位置以外ではリールの回転
を停止させます。

以下の要領で、毎日インタロックの動作を確
認してください：

1. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。この状態で走行ペダルを踏んでみる。
インタロックによりペダルが動かないのが
正常。動くのはインタロックの故障である
から直ちに修理する。

2. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。この状態からモードレバーを「芝刈
り」または「移動」走行位置に切り換えて
エンジンを始動してみる。エンジンが始動
できないのが正常。動くのはインタロック
の故障であるから直ちに修理する。

3. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。この状態からモードレバーを「芝刈り」
または「移動」走行位置に切り換える。エ
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ンジンが停止すれば正常。動くのはインタ
ロックの故障であるから直ちに修理する。

4. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。エンジンを掛ける。この状態からモー
ドレバーを「芝刈り」走行位置に切り換
え、運転席から立ち上がる。エンジンが停
止すれば正常。動くのはインタロックの故
障であるから直ちに修理する。

5. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位
置、モードレバー｢ ニュートラル」位置、
駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る。エンジンを掛ける。この状態から芝刈
りレバーを「芝刈り」位置に切り換えて
カッティングユニットを降下させる。カッ
ティングユニットは降下するが回転しない
のが正常。回転するのはインタロックの故
障である。正しく修正する。

リリリーーールルル回回回転転転速速速度度度ののの設設設定定定ををを行行行ううう
一定で高品質な刈りあがりとムラのない見栄え
を実現するためには、リール速度コントロール
（運転席の下に搭載されています）を正しく設
定しておく必要があります。

調整は以下の手順で行います：

1. カッティングユニットを希望の刈高にセッ
トする。

2. 刈り込み条件に最も適した刈り込み速度
を決める。

3. 5枚刃、8 枚刃または11枚刃用に対応するグ
ラフ（図 36を参照）を使って、最も適切
なリール回転速度を探す。

図図図 363636

4. リールの速度を設定するには、ノブ
（図 37）を回して、ノブの矢印を、所定
の番号に合わせる。

図図図 373737

1. リール速度コントロール

注注注 ターフの条件に合わせて、リールの回転
速度を変えて構いません。

芝芝芝刈刈刈りりり用用用マママーーークククののの作作作成成成
芝刈り作業時に列を揃えやすいように、＃２，
＃３集草バスケットに以下のようなマークを
入れておきます：

1. 各集草箱の外側端から約13cmを測る。

2. その位置に白色テープか白ペンキで集草箱
の縁と平行に目印を入れる（図 38）。

図図図 383838

1. 目印 3. 刈り終わった側

2. 約12.7cm 4. 1.8～3 m程度先に視線を合
わせると良い

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
実際にグリーンの芝刈りを始める前に安全な場
所で運転操作に十分慣れておいてください。特
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に機械の始動、停止、カッティングユニットの
昇降動作、旋回などに習熟してください。運転
技術に自信が生まれれば、機械の性能を十分に
生かして頂くことができます。

芝芝芝刈刈刈りりり作作作業業業ののの前前前ににに
グリーンに異物が落ちていないことを確認し、
カップから旗を抜き、刈り込みの方向を決めま
す。刈り込みの方向は、前回の刈り込みの方向
をもとにして決めます。いつも前回とは違う方
向から刈るようにすると、芝が一定方向に寝て
しまわないのできれいに刈ることができます。

刈刈刈りりり込込込みみみののの手手手順順順
1. シフト# １でグリーンに入ります。グリー

ンの一方の縁から刈り始め､細長いじゅう
たんを敷くつもりで真っ直ぐに進んでくだ
さい。このパターンで作業すると、無駄な
重なりをなくし、固結を最小限に抑えなが
ら、美しい縞模様を作ることができます。

2. 集草箱の先端がグリーンの縁に掛かったと
ころで芝刈りペダルを踏み込みます。これ
によりカッティングユニットが芝面に下降
しリールが回転を始めます。

重重重要要要 １１１番番番ユユユニニニッッットトトははは遅遅遅れれれててて回回回転転転ををを開開開始始始しししままま
すすす。。。こここのののタタタイイイミミミンンングググをををつつつかかかむむむととと、、、仕仕仕上上上げげげ
ののの外外外周周周刈刈刈りりりののの手手手間間間ををを最最最小小小限限限にににすすするるるここことととががが
ででできききままますすす。。。

3. 行きと帰りでのオーバーラップができるだ
け小さくなるように運転します。隣の列と
の距離を一定に保って直進するには、本機
の前方約２～３m を視野に捕らえておくの
がポイントです（図 38および図 39）。ハ
ンドルを目印にして距離を合わせても良い
でしょう。その場合、ハンドルの縁と本機
前方の目標ラインとを重ねて見ながら運転
します（図 38および図 39）。

図図図 393939

1. 目印 3. 刈り終わった側

2. 約12.7cm 4. 1.8～3m程度先に視線を合
わせると良い

4. 集草箱の先端がグリーンの縁を越える時に
上昇ペダルを踏み込みます。これにより
リールの回転は停止し、カッティングユ
ニットが上昇します。このタイミングが悪
いとグリーンの縁を刈り込んでしまいま
す。一方、グリーンの外縁を刈り残しすぎ
ると後の作業が多くなりますので、程よい
タイミングを体得してください。

5. U ターンする場合、反対側に一旦ハンドルを
切ってから旋回すると、楽に、しかも効率
良く回ることができます。例えば右に旋回
したいときには、軽く左に振ってから右に
回ります。こうすると、U ターン後のライ
ン合わせを楽に行うことができます。左回
りの場合は右に振ります。旋回半径は小さ
いほど作業が早くなりますが、柔らかい芝
を傷つけやすくなるので注意が必要です。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを回回回転転転さささせせせたたたままま
まままグググリリリーーーンンンののの上上上ででで停停停止止止しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
芝芝芝ががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、
湿湿湿っっったたたグググリリリーーーンンンののの上上上ででで長長長時時時間間間停停停車車車すすするるるとととタタタ
イイイヤヤヤ跡跡跡ががが残残残るるるここことととがががああありりりままますすす。。。

6. 最後にグリーンの外周を刈ります。これも
前回と反対の方向から刈ってください。常
に天候や芝状態を考慮すること、刈りの方
向を変えることが大切です。旗を戻して
終了です。

外周刈りが終わったら、昇降/芝刈りレバー
を軽く後ろに引くと、リールは上昇せずに
リールの回転だけが止まります。 この状
態でグリーンの外へ出て、その後にリール
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を上昇させるようにすると、カッティング
ユニットの縁にたまっていた刈りかすをグ
リーンに落とさずにすみます。

注注注 外周刈りが終わったら、昇降/芝刈りレ
バーを軽く後ろに引くと、リールは上昇せ
ずにリールの回転だけが止まります。この
状態でグリーンの外へ出て、その後にリー
ルを上昇させるようにすると、カッティン
グユニットの縁にたまっていた刈りかすを
グリーンに落とさずにすみます。

7. 集草箱にたまった刈りカスを出して、次の
グリーンに移動します。湿った重い刈りカ
スを入れたまま移動すると機体やエンジ
ン、油圧系などに無理な力がかかるので避
けてください。

移移移動動動のののたたためめめののの運運運転転転
カッティングユニットが一番上（移動位置）に
なっていることを確認し、刈り込み/移動走行
切り替えレバーを移動走行にセットしてくださ
い。下り斜面ではブレーキを使用して車両を確
実に制御してください。ラフな場所に入る時や
アンジュレーションを渡る時には必ず走行速度
を落としてください。本機の車両感覚（車幅）
をマスターしましょう。狭い場所での無理な
通り抜けを避けましょう。ぶつけて破損する
のは時間と費用のロスです。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
一日の作業を終え、エンジン温度が下がった
ら、洗車してください。洗車には普通のホース
を使用します。ノズルや圧力洗浄器は、シール
部分やベアリングに浸水させる恐れがあります
ので使用しないでください。高高高温温温のののエエエンンンジジジンンン
にににははは絶絶絶対対対ににに水水水ををを掛掛掛けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

洗浄後、オイル漏れ、損傷、磨耗などがないか
を点検すると良いでしょう。またカッティング
ユニットの切れ具合も点検しましょう。走行
ペダル、及びブレーキシャフト・アセンブリ
には SAE 30 オイルかスプレーで潤滑し、明
朝の仕事にそなえましょう。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
緊急時には牽引や手押しでの移動が可能です
（移動距離は400 m以内程度）。ただし、Toro
では通常の移動にはこの方法を使わないようお
願いしています。

重重重要要要 牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、 333～～～555 km/hkm/hkm/hとととしししててて
くくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度でででははは駆駆駆動動動系系系ににに損損損傷傷傷

ををを与与与えええるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。長長長いいい距距距離離離ををを移移移動動動ししし
なななけけけれれればばばななならららななないいい場場場合合合にににはははトトトレレレーーーラララなななどどどををを使使使
用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 油圧ポンプについているバイパスバルブ
（図 40）の溝が「縦」になるようにバルブ
を回転させる。

図図図 404040

1. バイパスバルブ（図はバルブが閉じた状態＝バルブの溝が
水平）

2. エンジンを始動する時には、必ずバイパス
バルブ（図 40）を閉じる（溝が横向きに
なる）。バルブを開けたままでエンジンを
掛けないこと。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイール・ナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 8 時間
• エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。
• オルタネータ･ベルトの張りを点検する。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイール・ナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 50 時間
• 油圧フィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）。

使用するごとまたは毎日

• エンジン・オイルの量を点検する。
• ラジエター・スクリーンとレジエター部分を清掃してください。 ほこりの多い環境で使用し
ているときは 1 時間おきに点検してください。

• 油圧オイルの量を点検してください。
• リールとベッドナイフの摺り合わせを点検する。
• 油圧ラインとホースを点検する。

25運転時間ごと • バッテリー液の量を点検する。 （格納中は30 日ごとに点検します。）

50運転時間ごと
• エア･クリーナのスポンジ製フィルタの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• エンジン・オイルを交換する。
• バッテリー･ケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと • エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• ホイール・ナットのトルクを点検する。
• エア･クリーナのカートリッジの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• リール･ベアリングの予負荷の点検を行う。

800運転時間ごと

• フィルタのエレメントを交換する。
• 油圧オイルとフィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフル･スロットル）。
• バルブのクリアランスを点検する。

2年ごと
• 燃料ラインとその接続の点検。
• 可動部ホースを交換する.

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作

計器類の動作

ブレーキの動作

燃料フィルタ･水セパレータを
点検する。

燃料残量

エンジン・オイルの量を点検
する。

スクリーンとラジエターを清掃
する。

エア･フィルタを点検する。

エンジンからの異常音

リールとベッドナイフの摺り合
わせを点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

刈高の調整の点検。

グリスアップ。1

走行、ブレーキの各リンクの潤
滑を行う。

塗装傷のタッチアップ

1. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名：

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事
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潤潤潤滑滑滑
定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2
汎用リチウム系グリスを注入します。通常の使
用では 505050 運運運転転転時時時間間間ごごごとととににに ベアリングとブッ
シュのグリスアップを行います。ブロアを水洗
いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリス
アップしてください。

グリスポイントは以下のベアリングとブッシュ
部分です：

• 後ホイール･ハブ（１ヶ所； 図 41）

• キャスタ・ベアリング（1ヶ所； 図 41）

• ステアリング･シリンダ（2 ヶ所； 図 41）

• 昇降アーム（3 ヶ所； 図 42）

• 走行ペダルのピボット（1ヶ所； 図 43)

図図図 414141

図図図 424242

図図図 434343

1. 異物を押し込んでしまわないよう、グリス
ニップルをきれいに拭く｡

2. グリス・ガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. カッティングユニットを外した時にはリール
モータのスプライン・シャフトと昇降アー
ムとにグリスを塗布する。

5. 芝刈り作業後の水洗いが終わったら、ピボッ
ト部にはSAE 30 エンジンオイルか潤滑剤
（WD40）を塗布または吹き付けする。

注注注 カッティングユニットの潤滑については、
カッティングユニットのマニュアルを参照。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアア・・・クククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

• エア･クリーナ本体にリーク原因となる傷が
ないか点検してください。破損していれば
交換してください。吸気部全体について、
リーク、破損、ホースのゆるみなどを点検
してください。

• 非常にほこりの多い場所で使用していてエン
ジンの能力の低下が認められる場合には、
200運転時間よりも短い間隔で整備を行なっ
てください。早めに整備を行っても意味が
ありません。むしろフィルタを外したとき
にエンジン内部に異物を入れてしまう危険
が大きくなります。

• 本体とカバーがシールでしっかり密着して
いるのを確認してください。

1. エア・クリーナのカバーをボディーに固定
しているラッチを外す(図 44)。

図図図 444444

1. エア・クリーナのラッチ 3. フィルタ

2. ダスト･キャップ 4. 出口バルブ

2. ボディーからカバーを外す。フィルタを外
す前に、低圧のエア（2.8 kg/cm2、異物を
含まない乾燥した空気）で、1次フィルタと
ボディーとの間に溜まっている大きなゴミ
を取り除く。高圧のエアは使用しない。異
物がフィルタを通ってエンジン部へ吹き込
まれる恐れがある。このエア洗浄により、
1次フィルタを外した時にホコリが舞い上
がってエンジン部へ入り込むのを防止する
ことができる。

3. 1次フィルタを取り外して交換する。エレ
メントを洗って再使用しないこと。洗浄に

よってフィルタの濾紙を破損させる恐れが
ある。新しいフィルタに傷がついていない
かを点検する。特にフィルタとボディーの
密着部に注意する。破損しているフ ィルタ
は使用しない。フィルタをボディー内部に
しっかり取り付ける。エレメントの外側の
リムをしっかり押さえて確実にボ ディーに
密着させる。フィルタの真ん中の柔らかい
部分を持たないこと。

4. カバーについている異物逃がしポートを清
掃する。カバーについているゴム製のアウ
トレット・バルブを外し、内部を清掃して
元通りに取り付ける。

5. アウトレット・バルブが下向き － 後ろから
見たとき、時計の5:00と7:00の間になるよう
に － カバーを取り付ける。

6. カバーを取り付け、ラッチを掛ける
（図 44）。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

50運転時間ごと

100運転時間ごと

1. ドレン・プラグを外してオイルを容器に受
ける。オイルが抜けたらドレン・プラグを
取り付ける。

2. オイル・フィルタを外す。新しいフィルタの
ガスケットに薄くエンジン・オイルを塗る。

3. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ
込み、そこから更に 1/2～3/4 回転増し締め
する。締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. エンジン・オイルを入れる。の「エンジン･
オイルを点検する」を参照。

5. 抜き取ったオイルは適切に処分する。

スススロロロッッットトトルルル･･･コココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整
スロットルの正確な動作のために、スロット
ル･コントロールの正しい調整が必要です。ス
ロットル操作に対する応答が悪い場合、キャブ
レタを疑う前に、スロットルの調整が正しいか
どうかを点検する必要があります。

1. リモート・スロットル・コントロール・レ
バーを SLOW 位置にする。

2. スロットル･ケーブルをエンジンに固定して
いるクランプのネジをゆるめる(図 45)。
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図図図 454545

1. スロットル・ケーブル 3. 速度コントロール・レバー

2. ケーブル・クランプ 4. アイドル・スピード･ネジ

3. 速度コントロール･レバーがアイドル・ス
ピード・ネジに接触するまでケーブルを動
かす（図 45）。

4. ケーブル･クランクのネジを締めて、エンジ
ンの rpm 設定を確認する。

• ハイ・アイドル： 2750 +100/-50 rpm

• ロー・アイドル： 1500 ± 50 rpm

アアアイイイドドドルルル速速速度度度ののの調調調整整整
1. リモート・スロットル・コントロール・レ

バーを SLOW 位置にする。

2. アイドル・スピード･ネジのロックナット
をゆるめる(図 45)。

3. 1500 rpm となるようにアイドル・スピー
ド･ネジを調整する。

4. ロックナットを締めつける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタ･･･水水水セセセパパパレレレーーータタタ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

1. 燃料タンクの下にある燃料バルブ（図 46）
を閉める。

図図図 464646

1. 燃料バルブ

2. フィルタ容器(図 47)の周辺をウェスでき
れいにぬぐう。

3. フィルタの下に燃料を受ける容器をおく。

4. フィルタのドレン・プラグとブリーザ・バ
ルブを開く（図 47）。

図図図 474747

1. 燃料フィルタ･水セパレータ 3. フィルタのドレン・プラグ

2. フィルタの取り付けバンド 4. ブリーザ・バルブ

5. ホースを止めているクランプを外し、フィ
ルタ上部から燃料ラインを外す。
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6. フィルタ取り付けバンドのキャリッジ・ボ
ルトをゆるめてフィルタのキャニスタを取
り出す。適切に処分する。

7. 新しいキャニスタを取り付け、取り付けバ
ンドのキャリッジ・ボルトを締め付ける。

8. フィルタの上部に燃料ラインを接続する；
入口側と出口側を間違えないように注意す
る。

9. フィルタのドレン・プラグを確実に閉める
こと。燃料バルブを開く。

10.エア抜きを行う。「燃料系統からのエア抜
き」を参照。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔::: 2年ごと

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを
調べてください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

電圧： 12 V、冷間クランキング電流（CCA）
530 A

バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維
持し､バッテリー上部を常にきれいにしておい
てください。高温環境下で保管すると､涼しい
場所で保管した場合に比べてバッテリーは早く
放電します｡

各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない
水を適正レベルまで補給してください。但し、
電解液の量が、各セルの内側についているスプ
リット・リングの高さ以上にならないよう、注
意してください。

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああ
るるる硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを
皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目
ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるる
よよよううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててて
おおおくくくこここととと。。。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水
に浸したブラシで定期的に清掃してください｡
清掃後は表面を水で流して下さい｡ 清掃中はセ
ル・キャップを外さないでください｡

バッテリーのケーブルは､接触不良にならぬよ
う､端子にしっかりと固定してください｡
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バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの
金金金属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切
ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

端端端子子子ががが腐腐腐食食食しししたたた場場場合合合ははは､､､ ケケケーーーブブブルルルををを外外外ししし
（（（マママイイイナナナススス･･･ケケケーーーブブブルルルかかかららら先先先ににに外外外すすすこここととと）））、、、
クククララランンンプププととと端端端子子子とととををを別別別々々々ににに磨磨磨いいいてててくくくだだださささ
いいい｡｡｡ 磨磨磨ききき終終終わわわっっったたたらららケケケーーーブブブルルルをををバババッッッテテテリリリーーー
ににに接接接続続続ししし（（（プププラララススス･･･ケケケーーーブブブルルルかかかららら先先先ににに接接接続続続
すすするるるこここととと）））、、、端端端子子子にににはははワワワセセセリリリンンンををを塗塗塗布布布ししし
てててくくくだだださささいいい｡｡｡

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかかららら
マママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管
本機を30 日以上にわたって使用しない場合
は、バッテリーを取り外して充電しておいてく
ださい。バッテリーは、機体に取り付けて保存
しても、別途保存してもかまいませんが、 機
体に取り付けて保存する場合は、ケーブルを外
しておいてください。温度が高いとバッテリー
は早く放電しますので、涼しい場所を選んで保
管してください。バッテリーの凍結を防止する
ため、フル充電状態で保管してください。この
時、電解液の比重は 1.265～1.299になる。

ヒヒヒュュューーーズズズ
ヒューズは座席下にあります（図 48）。

図図図 484848

1. ヒューズ
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンのののニニニュュューーートトトラララルルル
調調調整整整
走行ペダルがニュートラル位置にあるのに機
体が動き出す場合にはトランスミッションの
調整が必要です。

1. どちらか一方の前輪を浮かして機体を支え
る。

注注注 注： 3 輪駆動キット装着車の場合には後
輪も浮かせてください。

2. エンジンを始動し、スロットルをSLOW に
セット、浮いている前輪が回転しているこ
とを確認する。

3. エンジンを止め、以下の手順で調整する：

A. 走行ケーブルを油圧トランスミッション
のバルクヘッドに取り付けているジャム
ナット（図 49）を両方ともゆるめる。
ジャムナットは調整ができるよう十分
に、また均等にゆるめること。

B. 偏芯ナットをトランスミッション上部に
止めているナット（図 49）をゆるめる。

C. 機能コントロールをニュートラル位置
に、スロットルを Slow 位置にセットす
る。エンジンを掛ける。

D. どちらにも車輪が回らないように偏芯
ナットを回して調整する。調整ができた
ら固定ナットを締める（図 49）。スロッ
トルSLOW およびFAST 位置で調整が正し
いことを確認する。

E. バルクヘッドのそれぞれの側から、ロッ
クナットを均均均等等等ににに締め付けて、ケーブル
を固定する（図 49）。ケーブルをねじら
ないように注意すること。

注注注 モードレバーがニュートラル位置のと
きにケーブルが緊張していると、芝刈り
モードや移動走行モードに切り換えたと
きにペダルを踏まなくても走り出してし
まいます。

図図図 494949

1. 走行ケーブル 4. 偏芯ナット

2. バルクヘッド 5. ロックナット

3. ジャム・ナット

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整
走行ペダルは最高速度を出せるように出荷時
に調整されていますが、一杯に踏んでいるのに
ペダルストップに当たらないようになったら調
整が必要です。また、最高速度を下げたい場合
にも調整を行います。

走行ペダルを踏み込んでみてください。ケー
ブルに張力が掛かる前にペダルがストップ
（図 50）に当たる場合には調整が必要です。

図図図 505050

1. ペダル･ストップ

1. ペダル・ストップをフロア・プレートに固
定しているフランジヘッド・ロックナット
をゆるめる（図 50）。

2. ペダル・ストップを調整してペダル・ロッド
にあたるようにし、ナットを締め付ける。

芝芝芝刈刈刈りりり速速速度度度ののの調調調整整整
出荷時に調整されていますが、速度を変えたい
場合には調整してください。

1. トラニオン・ボルトのジャムナットをゆる
める（図 51）。
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2. ロック＆芝刈ブラケットをペダル・ピボッ
トに固定しているナットをゆるめる。

図図図 515151

1. ジャム・ナット 3. トラニオン・ボルト
2. ナット

3. 刈り込み速度を遅くするには、トラニオン・
ボルトを右に回し、速くするには左に回す。

4. トラニオン・ボルトのジャムナット、およ
びペダル・ピボットのナットを締め付けて
調整を固定する（図 51）。調整を確認し、
必要に応じて再調整する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

ラララジジジエエエタタターーー･･･スススクククリリリーーーンンンののの清清清掃掃掃
オーバーヒートを防止するため、ラジエター
とスクリーンは常にきれいにしておいてくださ
い。基本的にラジエターとスクリーンを毎日点
検し、必要であれば 1 時間ごとに清掃してく
ださい。汚れやすい環境で使用している場合に
はより頻繁な清掃が必要です。

1. ラジエターのスクリーンを外す（図 52）。

2. ファン側からラジエターをエアで吹いて汚
れを落とす。

図図図 525252

1. ラジエター・スクリーン 2. ラジエター

3. スクリーンを清掃して取り付ける。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
両輪を均等に調整できるよう、機体両側にブ
レーキ調整ロッドがついています。以下の手
順で調整します：

1. 走行中にブレーキ･ペダルを踏み、両輪が均
等にロックするか調べる。

狭狭狭いいい場場場所所所ややや人人人ののの近近近くくくでででのののブブブレレレーーーキキキテテテススストトト
ははは大大大変変変危危危険険険ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーーキキキ調調調整整整ののの前前前後後後ににに行行行うううテテテススストトトははは、、、必必必
ずずず人人人ややや障障障害害害物物物のののななないいい平平平坦坦坦ででで広広広いいい場場場所所所ででで行行行
うううこここととと。。。

2. ブレーキが片効きであれば、コッター・ピン
とクレビス・ピンを外して、ブレーキロッ
ドを外す（図 53）。

図図図 535353

1. クレビス･ピンとヘアピン･
コッター

3. クレビス

2. ジャム・ナット 4. ブレーキ・シャフト

3. ジャムナットをゆるめ、クレビスを調整す
る（図 53）。

4. クレビスをシャフトに取り付ける（図 53）。

5. 調整が終了したら、ブレーキ･ペダルのあそ
びの量を点検する。シューがドラムに接触
するまで13～25 mm の遊びが必要である。必
要に応じて再調整する。

6. 走行中にブレーキ･ペダルを踏み、両輪が均
等にロックするか調べる。必要に応じて調
整する。

7. 年1回のブレーキの慣らし掛けが望ましい。
手順は「試運転期間」を参照のこと。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

ベベベルルルトトトののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

機械を正しく動作させ、無用の磨耗を防止する
ために､ベルト類は正しく調整してください。

1. オルタネータをエンジンと調整ストラップ
に固定しているボルトをゆるめる。

図図図 545454

1. エンジン・ベルト

2. ベルトを適切な張りに調整し、ボルトを締
め付ける。
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制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの昇昇昇降降降タタタイイイミミミ
ンンングググののの調調調整整整
本機のカッティングユニット昇降回路にはフ
ロー･コントロール･バルブ（図 55）がついて
います。このバルブは出荷時に調整されていま
すが、作動油温度、作業速度などにより調整
が必要になる場合があります。以下の手順で
調整します：

注注注 油圧オイルの温度が十分上昇してから調整
にかかってください。

1. 運転席を上げ、センター・プルフレーム用
フローコントロールバルブ（図 55）を露
出させる。バルブは油圧マニホルドの側面
についている。

2. フローコントロール・バルブについている
ジャムナットをゆるめる。

3. 中央のカッティングユニットの降下が遅す
ぎる場合、ノブを左に1/4 回転、降下が早す
ぎる場合は、右に1/4 回転させる。

4. 希望の設定ができたらノブを固定し、ジャ
ムナットを締める。

図図図 555555

1. フロー･コントロール･バルブ

バババッッックククラララッッップププ

バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけ
がががをををすすするるる。。。

••• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類
等等等ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが動動動いいいててていいいるるる間間間ははは、、、止止止まままっっったたた
リリリーーールルルををを絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ででで回回回そそそうううとととしししななな
いいいこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニッ
トを降下させ、エンジンを停止し、駐車ブ
レーキを掛ける。

2. 運転席を上げてリール･コントロールを露出
させる。

3. 各カッティングユニットのリールと下刃を
バックラップ用に設定する；カッティングユ
ニットのオペレーターズマニュアルを参照。

バババッッックククラララッッップププ中中中にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええるるるととと
リリリーーールルルががが停停停止止止すすするるるここことととがががあああるるる。。。

••• バババッッックククラララッッップププ中中中ははは絶絶絶対対対にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度
ををを変変変えええななないいいこここととと。。。

••• バババッッックククラララッッップププはははアアアイイイドドドルルル速速速度度度以以以外外外でででははは
行行行わわわななないいいこここととと。。。

4. エンジンを始動し、アイドル回転にセット
する。

5. バックラップ･レバーを R 位置にセットする
（図 56）。

図図図 565656

1. バックラップ･レバー 2. リール速度コントロール

47

 



6. リール速度セレクタを 1にセットする
（図 56）。

7. 機能コントロール・レバーをニュートラル
位置にして、昇降刈り込みコントロールを
前に倒すとリールが回転してバックラップ
が始まる。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピング･コンパ
ウンドを塗布しながらラッピングを続ける。
柄の短いブラシは絶対に使用しないこと。

9. リールが停止したり回転にムラがある場合
は、速度設定を上げて回転を安定させてか
らもとの速度（或いは希望速度）に戻す。

10.バックラップ中にカッティングユニットを
調整する必要が生じた場合は、昇降刈り込
みコントロールを後ろに引き、エンジンを
停止させて、調整を行う。調整が終ったら
4～8を行う。

11.バックラップするユニット全部に上記手順
を行う。

12.バックラップが終了したら、バックラップ･
レバーを F 位置に戻し、運転席を元にもど
して固定し、カッティングユニットに付い
ているコンパウンドを完全に落とす。必要
に応じてリールと下刃の間隔を調整する。
リール回転速度コントロールを、希望の速
度位置にセットする。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププ・・・レレレバババーーー FFF 位位位置置置ににに戻戻戻さささななな
いいいととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの上上上昇昇昇なななどどどののの
操操操作作作をををすすするるるここことととがががででできききままませせせんんん。。。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

800運転時間ごと

オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全
体を洗浄する必要がありますのでトロ代理店に
ご連絡ください。汚染されたオイルは乳液状に
なったり黒ずんだ色なったりします。

1. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬ
ぐう (図 57)。フィルタの下に廃油受けを置
いてフィルタを外す。

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換す
る場合には、フィルタに入るラインに栓を
してください。

図図図 575757

1. 油圧オイル・フィルタ

2. フィルタにオイルを入れ、ガスケットをオ
イルで湿し、ガスケットがフィルタヘッド
に当たるまで手で回し入れる。その状態か
らさらに 3/4 回転締め付ける。これでフィ
ルタは十分に密着する。

3. タンクに油圧オイルを入れる。容量は約
21 リットルである。「油圧オイルを点検
する」を参照。

4. エンジンを始動させ、3～5分間のアイドリ
ングを行ってオイルを全体に行き渡らせ、
内部にたまっているエアを逃がす。

5. 機械を停止させ、油圧オイルの量を点検し、
必要に応じて補給する。

6. 廃油は適切な方法で処理する。
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油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーーススス
ににに傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締
まままっっっててていいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかかららら
ははは作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶
対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力
ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、噴噴噴射射射液液液ががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに
専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじ
れ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの
ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか毎
日点検してください。異常を発見したら必ず運
転を行う前に修理してください。

保保保管管管
長期間にわたって保管する場合には以下のよ
うな作業を行ってください：

1. 機体からゴミや刈りカスをきれいに取り除
く。必要に応じてリールやベッドナイフの
研磨を行う（カッティングユニットのオペ
レーターズマニュアルを参照のこと）。ベッ
ドナイフやリールの刃にはさび止めを塗布
する。グリスアップと機体各部の潤滑を行
う；「潤滑」のページを参照。

2. タイヤに重量がかからないように完全にブ
ロックする。

3. 油圧オイルとフィルタを交換する。油圧ライ
ンやフィッティングを注意深く点検し、必
要に応じて交換する； 「油圧オイルとフィ
ルタの交換」および「油圧ラインとホース
の点検」を参照のこと。

4. 燃料タンクから燃料を抜き取る。エンジン
を始動し、燃料切れで自然に停止させる。
燃料フィルタを交換する；「燃料フィルタ
の交換」を参照のこと。

5. エンジンがまだ暖かいうちに、エンジン
オイルを抜き取る。新しいオイルに交換す
る；「エンジン･オイルとフィルタの交換」
を参照。

6. シリンダ、エンジン、フィン、ブロアハウ
ジングなどをきれいに清掃する。

7. バッテリーを取り外して完全充電する。充電
終了後は、機体に取り付けて保存しても、機
体から外したままで保存してもよい。機体
に取り付けて保存する場合は、ケーブルを
外しておいてください。温度が高いとバッ
テリーは早く放電しますので、涼しい場所
を選んで保管してください。

8. 可能であれば暖かで乾燥した場所で保管す
る。
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図図図面面面

電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. B)B)B)
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油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. D)D)D)

51

 



一般業務用機器の品質保証
２年間品質保証

保証条件および保証製品
Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社
の合意に基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上
または製造上の欠陥に対して、2年間または1500運転時間*のうち
いずれか早く到達した時点までの品質保証を共同で実施いたしま
す。この保証はエアレータを除くすべての製品に適用されます（
エアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧下さ
い）。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部
品代、運賃が含まれます。この保証は、「製品」 の当初の購入者
に納品された日から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保証請求の手続き
保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社
代理店（ディストリビュータ又はディーラー） に対して、お客
様から連絡をして頂くことが必要です。連絡先がわからなかった
り、保証内容や条件について疑問がある場合には、本社に直接お
問い合わせください：

 Toro Commercial Products Service Department
 Toro Warranty Company
 8111 Lyndale Avenue South
 Bloomington, MN 55420-1196
 952-888-8801
 E-mail: commercial.warranty@toro.com

オーナーの責任
「製品」のオーナーは オペレーターズマニュアル に記載された整
備や調整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合
には、保証が受けられないことがあります。

保証の対象とならない場合
保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象とな
るわけではありません。以下に挙げるものは、この保証の対象と
はなりません：
Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類
を搭載して使用したことが原因で発生した故障や不具合。こ
れらの製品については、別途製品保証が適用される場合があ
ります。
推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故
障や不具合。オペレーターズマニュアル に記載されている
弊社の推奨保守手順に従った適切な整備が行われていない場
合。
運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で
使用したことが原因で生じた故障や不具合。
通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠
陥があった場合には保証の対象となります。通常の使用に伴
って磨耗消耗する部品類とは、ブレーキ･バッドおよびライニ
ング、クラッチ･ライニング、ブレード、リール、ベッドナイ
フ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タイヤ、フィ
ルタ、ベルトなどを言います。
外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格
納条件、汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加
剤、肥料、水、薬剤の使用などが含まれます。
通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

•

•

•

•

•

•

通常の使用に伴う「磨耗、損耗」とは、運転席のシート、機
体の塗装、ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含み
ます。

部品
定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が
到来するまで保証されます。この保証によって交換された部品は
製品の当初保証期間中、保証の対象となり、取り外された製品は
弊社の所有となります。部品やアセンブリを交換するか修理する
かの判断は弊社が行います。場合により、弊社は再製造部品によ
る修理を行います。

ディープ･サイクル･バッテリーの保証について：
ディープ･サイクル･バッテリーは、その寿命中に放出することの
できるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により
大きく変わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電し
てから次に完全充電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短
くなってゆきます。このような通常の損耗を原因とするバッテリ
ーの交換は、オーナーの責任範囲です。本製品の保証期間中に、
上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー
交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保守整備に掛かる費用はオーナーが負担するものとします
エンジンのチューンナップ、潤滑、清掃や磨き作業、フィルタや
冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは、Toro 製品を適切に使
用していただく上でオーナーが自身の支出により行わなければな
らない作業です。

その他
上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなり
ます。
両社は、本製品の使用に伴って発生しうる間接的偶発的結果的損
害、例えば代替機材に要した費用、故障中の修理関連費用や装置
不使用に伴う損失などについて何らの責も負うものではありませ
ん。両社の保証責任は上記の交換または修理に限らせていただき
ます。その他については、排気ガス関係の保証を除き、何らの明
示的な保証もお約束するものではありません。商品性や用途適性
についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効期間中の
みに限って適用されます。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州が
あります。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認め
ていない州があります。従って、上記の内容が当てはまらない場
合があります。この保証により、お客様は一定の法的権利を付与
されますが、国または地域によっては、お客様に上記以外の法的
権利が存在する場合もあります。

エンジン関係の保証について
米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法
（CARB）で定められたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保
証があり、これらは本保証とは別個に適用されます。くわしくは
エンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。上に規定した
期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわし
くは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカーからの
書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証に
ついての説明をご覧下さい。

•

米国とカナダ以外のお客様へ
米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディー
ラ）へおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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